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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
歌
手
の
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
悪
と
闘
っ
た
ら
９

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
３
５
０
Ｔ

【
作
者
名
】

　
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｍ
ｏ
ｍ
ｔ
ｙ
ａ
ｎ

【
あ
ら
す
じ
】

　
Ｙ
Ｕ
Ｉ
達
は
敵
と
闘
う
こ
と
に
。
勝
て
る
の
か
？
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Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
闘
う
。
（
前
書
き
）

感
想
を
書
い
て
ね
。
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Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
闘
う
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
此
処
で
貴
様
を
斬
る
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
ギ
タ
ー
の
仕
込
み
刀
を
抜
い
て
、

カ
ダ
フ
ィ
に
突
き
付
け
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
。
若
気
の
至
り
か
・
・
威

勢
だ
け
は
良
い
小
娘
だ
な
。
）
カ
ダ
フ
ィ
も
ア
ラ
ブ
刀
を
突
き
付
け
、
二
人
は

睨
み
合
っ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
堂
本
さ
ん
・
後
の
敵
は
お
願
い
し
ま
す
。
）
同
じ
く

来
た
堂
本
剛
に
言
っ
た
。
堂
本
剛
（
な
あ
・
・
Ｙ
Ｕ
Ｉ
屋
。
俺
は
高
所
恐
怖
症

と
か
、
狭
い
場
所
に
い
る
と
凄
く
恐
い
と
感
じ
て
ま
う
病
気
が
あ
る
ね
ん
・
・

ち
ょ
っ
と
、
ま
だ
闘
え
へ
ん
。
）
堂
本
は
三
角
座
り
を
し
て
ち
ぢ
こ
も
っ
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
あ
ん
た
の
さ
っ
き
ま
で
の
、
判
断
力
や
冷
静
さ
は
何
処
に
行
っ
た
ん

だ
怒
！
）
堪
坂
（
貴
様
が
Ｙ
Ｕ
Ｉ
か
・
・
カ
ダ
フ
ィ
様
。
コ
イ
ツ
等
は
ほ
っ
と

い
て
、
一
度
リ
ビ
ア
本
国
に
帰
り
軍
を
纏
め
上
げ
て
再
度
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
攻

め
ま
し
ょ
う
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
堪
坂
・
・
お
前
怒
。
ユ
ッ
ケ
事
件
の
事
を
何
も
反

省
し
て
い
な
い
の
か
叫
！
）
堪
坂
（
予
想
以
上
の
覇
気
の
持
ち
主
だ
な
・
・
そ

う
だ
！
俺
は
何
に
も
反
省
し
て
い
な
い
。
あ
の
会
見
の
時
、
頭
は
下
げ
て
土
下

座
ま
で
し
た
が
下
を
向
い
て
俺
は
舌
を
出
し
て
い
た
ん
だ
。
）
堪
坂
は
笑
っ
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
貴
様
は
何
を
考
え
て
い
る
怒
・
・
）
堪
坂
（
だ
っ
て
そ
う
だ
ろ
笑
。

食
肉
の
卸
業
者
も
悪
い
の
に
、
何
で
俺
が
謝
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
な

ん
て
も
の
は
ゴ
ミ
屑
、
他
人
を
蹴
落
と
し
笑
い
あ
う
の
が
人
間
だ
ハ
ハ
ハ
。
俺

は
地
に
落
ち
た
が
再
び
軍
事
ビ
ジ
ネ
ス
で
新
た
に
フ
ォ
ー
ラ
ス
フ
ー
ズ
を
復
活

さ
せ
る
の
だ
、
そ
し
て
俺
達
を
援
助
し
て
く
だ
さ
る
の
は
絶
対
唯
一
神
の
カ
ダ

フ
ィ
様
だ
叫
！
貴
様
な
ぞ
日
本
で
歌
で
も
歌
っ
て
い
ろ
。
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
）
堪

坂
は
手
を
上
げ
て
、
天
を
仰
ぎ
な
が
ら
笑
っ
た
。
ケ
イ
ト
（
Ｙ
Ｕ
Ｉ
！
お
願
い
。

こ
の
屑
ど
も
を
斬
っ
て
叫
！
ウ
イ
リ
ア
ム
の
敵
を
取
っ
て
！
）
神
崎
昴
（
Ｙ
Ｕ

Ｉ
さ
ん
！
僕
に
構
う
な
！
コ
イ
ツ
等
を
斬
れ
！
）
そ
の
時
、
堪
坂
の
部
下
の
石

野
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
神
崎
に
耳
打
ち
し
た
。
石
野
（
お
前
、
ど
っ
ち
の
味
方
だ

？
調
子
に
乗
る
な
・
・
）
神
崎
（
全
て
は
堪
坂
さ
ん
に
話
し
て
い
ま
す
よ
。
僕

は
あ
な
た
方
の
味
方
で
す
フ
フ
。
）
石
野
は
目
を
逸
ら
し
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
な
め

や
が
っ
て
。
喰
ら
え
堪
坂
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
仕
込
み
刀
を
左
右
に
振
り
回
し
、
構
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え
た
。
堪
坂
（
は
？
オ
モ
チ
ャ
を
振
り
回
し
て
、
何
が
出
来
る
？
大
道
芸
か
？

笑
）
菅
直
人
（
お
前
・
・
な
め
る
な
よ
！
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
怒
る
と
恐
い
ん
だ
！
俺
様
、

総
理
に
対
し
て
も
無
礼
な
態
度
を
取
る
し
、
鬼
バ
バ
な
ん
だ
ぞ
叫
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ

（
長
芋
！
ど
っ
ち
の
味
方
だ
！
斬
る
ぞ
怒
！
）
菅
（
こ
・
恐
い
よ
。
も
う
、
斬

ら
な
い
で
泣
。
）
菅
は
幼
児
の
用
に
耳
を
塞
い
だ
。
堪
坂
（
は
～
あ
。
ア
ホ
総

理
が
・
・
こ
ん
な
小
娘
相
手
に
。
私
は
能
力
者
で
は
無
い
が
た
か
が
女
だ
ろ
・
・

）
そ
の
時
、
剣
技
が
さ
く
裂
し
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
！
堪
坂
！
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｇ

ｈ
ｔ
斬
り
！
）
夜
の
闇
の
よ
う
に
、
重
い
剣
が
堪
坂
を
縦
に
斬
り
つ
け
た
。
堪

坂
（
ぐ
は
あ
。
何
だ
こ
の
剣
技
は
顔
を
か
す
っ
た
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
腹
ま
で
達
さ

な
か
っ
た
か
。
お
前
、
何
か
を
仕
込
ん
で
い
る
な
？
）
堪
坂
（
俺
は
剣
は
使
え

な
い
が
、
腹
に
焼
肉
の
鉄
板
を
防
具
仕
立
て
に
し
て
仕
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

何
て
覇
気
を
ま
と
っ
た
剣
だ
。
俺
も
社
長
で
覇
王
色
や
社
員
の
顔
を
伺
う
見
聞

色
は
使
え
る
が
、
こ
こ
ま
で
達
し
て
い
な
い
ぞ
。
）
堪
坂
は
冷
や
汗
を
流
し
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
や
は
り
、
覇
気
使
い
か
。
）
菅
直
人
（
隙
あ
り
！
喰
ら
え
！
堪
坂
。

必
殺
技
！
浜
岡
原
発
を
停
止
さ
せ
た
せ
い
で
、
今
年
の
夏
は
電
気
料
金
が
値
上

げ
す
る
ぞ
蹴
り
！
）
菅
は
堪
坂
を
蹴
ろ
う
と
し
た
が
あ
っ
さ
り
避
け
ら
れ
た
。

堪
坂
（
空
き
缶
黙
っ
て
い
ろ
・
・
）
菅
（
し
ま
っ
た
菅
叫
！
）
堪
坂
（
喰
ら
え
・

・
焼
肉
を
焼
く
と
き
に
使
う
鉄
箸
突
き
！
）
堪
坂
は
ス
ー
ツ
の
袖
か
ら
鉄
箸
を

出
し
て
、
菅
の
目
を
突
い
た
。
菅
（
ぎ
ゃ
～
叫
！
目
が
つ
ぶ
れ
た
。
痛
い
よ
～

泣
）
堪
坂
（
血
が
出
て
い
る
な
・
・
空
き
缶
で
も
血
が
出
る
の
か
？
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ

（
不
思
議
ね
・
・
）
菅
（
お
前
等
！
俺
様
は
人
間
だ
ぞ
叫
！
俺
様
を
何
て
思
っ

て
い
る
ん
だ
！
）
一
同
（
せ
～
の
。
空
き
缶
！
）
菅
（
俺
様
は
別
の
意
味
で
泣

き
た
い
・
・
）
カ
ダ
フ
ィ
（
く
だ
ら
ね
え
な
・
・
一
端
、
人
質
を
連
れ
て
帰
る

か
。
）
セ
イ
フ
（
ジ
ャ
ー
ハ
ハ
ハ
。
パ
パ
～
ケ
イ
ト
は
連
れ
て
帰
り
た
か
っ
た

が
、
無
理
そ
う
だ
な
。
で
も
・
・
こ
ん
な
可
愛
い
子
が
来
て
く
れ
た
し
、
僕
は

こ
の
オ
モ
チ
ャ
を
連
れ
て
か
え
り
た
い
に
ゃ
～
♪
）
セ
イ
フ
は
ス
ケ
ベ
な
笑
み

を
浮
か
べ
た
。
ム
バ
ラ
ク
（
ム
ッ
ヒ
ッ
ヒ
確
か
に
、
ご
子
息
好
み
の
気
の
強
そ

う
な
女
で
す
な
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
お
前
み
た
い
な
タ
コ
ハ
ゲ
の
女
に
な
ら
ん
！
）

ウ
イ
リ
ア
ム
（
は
・
ハ
ゲ
っ
て
・
・
言
わ
な
い
で
く
・
・
く
れ
・
・
）
意
識
を

失
っ
て
い
た
ウ
イ
リ
ア
ム
が
し
ゃ
べ
っ
た
。
ケ
イ
ト
（
ウ
イ
リ
ア
ム
！
し
ゃ
べ
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っ
た
ら
ダ
メ
叫
！
傷
に
開
く
わ
。
貴
方
の
事
を
言
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
無
い
わ
！

ち
ょ
っ
と
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
貴
方
、
紛
ら
わ
し
い
事
言
わ
な
い
で
！
シ
ャ
ラ
ッ
プ
叫
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
そ
ん
な
状
況
で
は
無
い
だ
ろ
！
自
分
で
判
断
し
て
よ
怒
頭
が
痛
い
。
）

セ
イ
フ
（
ジ
ャ
ー
ハ
ハ
ハ
。
僕
の
槍
術
を
見
せ
て
や
る
！
）
セ
イ
フ
は
金
矛
（

ポ
セ
イ
ド
ン
槍
）
を
構
え
て
Ｙ
Ｕ
Ｉ
に
喰
ら
わ
そ
う
と
し
た
。
堪
坂
（
セ
イ
フ

様
！
私
も
手
伝
い
ま
す
！
喰
ら
え
！
鉄
箸
突
き
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
二
人
の
斬
撃
を

仕
込
み
刀
を
構
え
て
受
け
止
め
た
。
堪
坂
（
な
・
何
！
）
セ
イ
フ
（
こ
ん
な
細

い
体
で
、
僕
達
の
攻
撃
を
受
け
止
め
る
だ
と
？
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
・
・
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｎ
斬
り
！
）
覇
気
に
覆
わ
れ
た
斬
撃
が
セ
イ
フ
の
左
肩
を
斬
り
、
堪
坂
も
跳

ね
除
け
た
。
セ
イ
フ
（
斬
ら
れ
た
～
血
が
・
・
ク
ソ
。
）
堪
坂
（
く
そ
う
・
・

や
は
り
強
い
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
調
子
に
乗
る
な
。
）
セ
イ
フ
（
ハ
ア
ハ
ア
。
中
々

の
強
さ
と
可
愛
い
が
＋
に
な
っ
て
い
る
。
ま
す
ま
す
気
に
入
っ
た
。
僕
ち
ゃ
ん

の
オ
モ
チ
ャ
に
す
る
ん
だ
わ
～
ん
♪
）
セ
イ
フ
は
舌
を
出
し
て
笑
っ
た
。
セ
イ

フ
（
へ
へ
へ
。
子
猫
ち
ゃ
～
ん
。
こ
の
攻
撃
で
終
わ
り
だ
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
斬
っ

て
や
る
。
）
セ
イ
フ
（
は
は
～
ん
。
い
た
だ
き
ま
～
す
♪
喰
ら
え
！
リ
ビ
ア
内

乱
突
き
！
）
強
い
斬
撃
の
突
き
が
Ｙ
Ｕ
Ｉ
を
刺
そ
う
と
し
た
が
持
ち
こ
た
え
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ド
変
態
が
！
消
え
失
せ
ろ
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
反
転
を
し
て
、
距
離
を
取

り
刀
を
直
線
に
構
え
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
・
・
ジ
ェ
ッ
ト
・
・
）
堪
坂
＆
セ

イ
フ
（
何
を
す
る
ん
だ
？
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
！
ジ
ェ
ッ
ト
ピ
ス
ト
ル
チ
ェ
リ

ー
突
き
！
）
覇
気
を
ま
と
っ
た
刀
の
突
き
が
、
堪
坂
と
セ
イ
フ
の
腹
に
当
た
っ

た
。
セ
イ
フ
（
斬
ら
れ
た
！
死
ぬ
～
。
）
堪
坂
（
俺
の
鉄
板
の
防
具
が
破
壊
さ

れ
て
、
骨
が
～
叫
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
覚
悟
！
）
カ
ダ
フ
ィ
（
セ
イ
フ
！
堪
坂
の
両

名
！
何
た
る
失
態
だ
！
お
前
等
、
俺
に
消
さ
れ
た
い
か
怒
！
）
怒
号
が
響
き
渡

っ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
凄
い
覇
気
・
・
堪
坂
や
セ
イ
フ
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。
）

カ
ダ
フ
ィ
（
当
た
り
前
だ
小
娘
・
・
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
カ
ダ
フ
ィ
！
こ
の
技
を
避
け

ら
れ
る
か
叫
！
Ｉ
ｔ
，
ｓ
Ｍ
ｙ
ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
斬
撃
が
目
に
も

と
ま
ら
ぬ
速
さ
で
、
カ
ダ
フ
ィ
の
ホ
ホ
を
斬
っ
た
。
菅
（
覇
気
で
斬
っ
た
菅
！
）

カ
ダ
フ
ィ
（
水
は
無
く
と
も
覇
気
で
斬
れ
る
か
・
・
久
し
ぶ
り
に
斬
ら
れ
た
は
。

）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
！
）
カ
ダ
フ
ィ
（
喰
ら
う
か
！
砂
の
能
力
。
必
殺
！
三
日

月
砂
丘
（
バ
ル
ハ
ン
！
）
）
カ
ダ
フ
ィ
は
右
手
を
輪
の
状
態
の
三
日
月
型
に
し
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て
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
両
腕
に
砂
を
浴
び
せ
た
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
力
が
・
・
）
カ
ダ
フ
ィ

（
ク
ハ
ハ
ハ
。
水
分
が
抜
け
て
い
る
ん
だ
。
終
り
だ
な
死
ね
！
）
カ
ダ
フ
ィ
の

ア
ラ
ブ
刀
が
Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
首
を
斬
ろ
う
と
し
た
。
堂
本
剛
（
さ
せ
ん
！
縁
を
結
い

て
斬
り
！
）
堂
本
の
日
本
刀
が
隙
を
突
い
て
、
カ
ダ
フ
ィ
の
ア
ラ
ブ
刀
を
弾
い

た
。
堂
本
（
Ｙ
Ｕ
Ｉ
屋
は
殺
さ
せ
へ
ん
ぞ
。
ヒ
ゲ
も
じ
ゃ
ら
の
お
っ
さ
ん
。
）

カ
ダ
フ
ィ
（
高
所
恐
怖
症
の
気
持
ち
が
安
ら
い
だ
か
？
ま
あ
、
良
い
俺
は
リ
ビ

ア
に
帰
る
。
お
前
等
は
先
に
帰
れ
！
）
堪
坂
＆
セ
イ
フ
＆
ム
バ
ラ
ク
（
は
は
ー
。

）
三
人
と
少
数
の
部
下
は
人
質
の
ヘ
ン
リ
ー
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
を
連
れ
て
、
ヘ
リ

に
乗
っ
た
。
ケ
イ
ト
（
お
父
様
！
ヘ
ン
リ
ー
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
く
そ
！
）
カ
ダ
フ

ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
。
後
は
、
下
に
居
る
俺
の
軍
が
相
手
を
す
る
で
あ
ろ
う
・
・
さ

ら
ば
だ
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
＆
堂
本
（
待
て
！
）
カ
ダ
フ
ィ
は
笑
い
な
が
ら
砂
の
状
態

に
な
っ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。
砂
嵐
！
サ
ー
ブ
ル
ス
！
）
一
同
（
う

わ
！
）
砂
嵐
が
巻
き
起
こ
り
、
砂
と
な
っ
た
カ
ダ
フ
ィ
は
窓
か
ら
外
に
行
き
逃

げ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
げ
ほ
げ
ほ
。
厄
介
だ
。
）
堂
本
（
し
か
し
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
屋
。
此

れ
か
ら
が
厄
介
や
で
。
）
廊
下
か
ら
、
軍
隊
が
来
た
。
兵
士
（
ひ
ゃ
は
は
。
貴

様
等
！
此
処
で
死
ね
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
よ
し
、
水
を
飲
ん
で
治
っ
た
ぞ
。
喰
ら
え

！
ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
素
早
く
、
敵
兵
士
の
首
を
斬
っ
た
。
兵
士

（
ひ
！
つ
・
強
い
。
）
堂
本
（
Ｙ
Ｕ
Ｉ
屋
此
処
は
俺
が
纏
め
て
雑
魚
を
斬
る
。

お
前
は
、
ケ
イ
ト
と
ウ
イ
リ
ア
ム
を
頼
む
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ケ
イ
ト
私
の
後
ろ
に
。

）
ケ
イ
ト
（
ウ
イ
リ
ア
ム
！
私
が
お
ぶ
る
か
ら
、
し
っ
か
り
し
て
！
）
神
崎
（

何
と
か
堪
坂
か
ら
逃
れ
た
し
、
ア
ホ
菅
は
俺
の
後
ろ
に
居
ろ
！
）
菅
（
俺
の
心

配
を
誰
も
し
な
い
の
は
な
ぜ
だ
！
）
神
崎
（
お
前
は
お
笑
い
キ
ャ
ラ
過
ぎ
る
ん

だ
よ
！
）
菅
（
怒
る
な
よ
～
泣
）
兵
士
（
変
な
帽
子
男
！
死
ね
！
）
堂
本
（
こ

れ
な
・
・
自
分
で
作
る
の
に
、
８
万
も
か
か
っ
た
ね
ん
。
お
前
ら
が
消
え
ろ
。

必
殺
！
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
・
・
）
兵
士
（
え
？
）
円
状
の
変
な
空
間
が
兵
士
を
取
り
囲

ん
だ
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
変
な
模
様
の
実
の
能
力
者
？
）
兵
士
（
喰
ら
え
！
）
砲
弾
が

飛
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
堂
本
は
避
け
た
。
堂
本
（
能
力
者
で
俺
は
覇
気
も
あ

る
か
ら
な
・
・
）
堂
本
は
兵
士
の
首
を
斬
っ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
血
が
出
な
い
？
）

兵
士
（
何
だ
？
俺
は
首
を
斬
ら
れ
た
の
に
生
き
て
る
？
）
堂
本
は
手
を
目
に
か

ざ
し
た
。
堂
本
（
・
・
シ
ャ
ン
ブ
ル
ス
。
）
斬
ら
れ
た
兵
士
の
頭
の
代
わ
り
に
、
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砲
弾
が
乗
っ
か
り
爆
発
し
た
。
兵
士
（
ぎ
ゃ
～
）
堂
本
（
更
に
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
乱
斬
り
！
）
兵
士
の
体
の
部
分
を
ス
パ
ス
パ
斬
っ
た
。
兵
士
（
ど
う
な
っ
て

る
ん
だ
！
足
が
、
頭
に
つ
い
た
。
）
兵
士
（
俺
な
ん
て
、
胴
体
が
真
っ
二
つ
に

さ
れ
て
、
も
う
片
方
の
人
間
と
く
っ
つ
い
て
る
！
）
全
員
混
乱
し
た
。
堂
本
（

今
や
逃
げ
る
で
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
達
は
逃
げ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
堂
本
さ
ん
は
一
体
？
）

堂
本
は
水
を
飲
ん
だ
。
堂
本
（
ぷ
は
～
。
た
だ
、
人
を
殺
す
だ
け
が
技
と
違
う
・

・
俺
の
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
か
ん
が
あ
る
ん
や
。
俺
は
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
の
実
の
能

力
者
。
剣
＋
相
手
を
混
乱
さ
せ
る
ん
や
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
成
る
程
・
・
）
し
か
し
、

兵
士
の
残
党
が
い
た
。
兵
士
（
貴
様
等
良
く
も
・
・
俺
の
斧
を
喰
ら
え
！
）
Ｙ

Ｕ
Ｉ
（
し
ま
っ
た
。
）
堂
本
（
あ
わ
て
る
ん
や
な
い
。
）
？
（
喰
ら
え
！
情
熱

大
陸
斬
り
！
）
敵
兵
士
は
何
者
か
に
斬
ら
れ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
貴
方
は
！
）
？
（

ヨ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ
。
皇
室
の
音
楽
会
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
）
続
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Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
闘
う
。
（
後
書
き
）

感
想
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

歌手のYUIが悪と闘ったら９
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